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損
益
及
び
損
盆
計
算
の
問
題

第
五
十
二
巻

二
六

O

多存

競

O 
凹

損

益

及

び

損

益

計

算

の

問
題

|
|
主
と
し
て
シ
ェ
ア
ー
を
中
心
と
し
て
|
|

尾

上

忠、

雄

持
記
法
が
一
般
忙
の
詞
口
、
白
過
程

E
剥
象
T

と
す
る
己
と
に
就
い
て
は
今
日
現
に
議
論
の
徐
地
は
た
い
。
而
し
て
、

。
者

白
温
和
、
削
ち
、
企
業
に
於
け
る
利
潤
迫
求
獲
得
の
池
秤
を
問
題
忙
す
る
限
り
、
常
忙
利
潤
を
某
却
と
し
た
付
れ
ば
在
ら
な

い
己
止
上
品
然
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
利
潤
彰
一
如
何
に
し
て
捉
へ

Z
か
主
E
ふ
と
と
が
簿
記
忙
於
け
る
根
本
問
題
で
な
け
れ
ば
な

Cコ
ら
た
い
。
然
る
に
ー
、
従
来
の
合
計
皐
或
は
緯
記
論
に
於
い
ナ
は
必
や
し
も
か
t
A

る
立
揚
か
ら
一
貫
し
て
問
題
が
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
と

は
同
品
へ
在
い
。
同
様
に
、
所
詞
損
A

推
計
算

(C02E15込
F
E
U
F
B
E
E問
)
が
簿
記
に
於
い
て
重
要
た
る
地
位
を
出
む
べ
き
E
と
は
常

識
的
に
容
易
に
祭
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
従
来
必
ら
や
し
も
そ
の
意
義
性
質
が
定
分
明
ら
か
忙
さ
れ
て
ゐ
る
と
は
思
へ
た
い
。
本

稿
白
目
的
は
か

L
Z
I揚
か
ら
損
谷
計
算
に
於
け
る
問
題
の
一
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
品
。

一
位
観
集
計
算
と
は
何
か
、
そ
れ
は
如
何
在
る
意
味
、
内
容
を
も
り
:
も
白
で
あ

Z
か
に
就
い
て
は
、
従
来
必
や
し
も
明
確
在
る
規

定
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
訴
で
は
在
い
が
、

一
際
、
そ
れ
は
、
損
絡
を
一
定
期
聞
に
於
い
て
捉
へ
る
方
法
で
あ
る
と
一
五
ひ
得
る
で
あ
ら

う
。
故
K
、
損
謀
計
算
の
問
題
が
答
へ
ら
れ
る
た
め
に
は
損
袋
、
剖
ち
利
益
又
は
損
失
と
は
何
か
と
云
ム
己
と
が
先
づ
明
ら
か
に
さ

れ

τ
を
ら
ね
ば
左
ら
左
い
。
併
し
乍
ら
、
元
来
賓
際
的
危
経
験
を
地
盤
と
し
て
後
建

L
、
然
も
未
だ
充
分
友
呂
訓
論
的
内
容
と
組
織

P. Loenertz， Die FOTmen deT Gewinn- t1nd Vcrlm;trcchnung， 1926_ S. 44 
Halfield， Ac口onnting.19:.q. p. 241 
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的損と
性失云
質て;; J"， 

古ミ ~' L 

ら官と
見 d 乙

てに絞
艇就け
侍いて
経てぬ
i婦もる
撃同。

に様諸
方士 の 々
け非の
る 期i Ml 
規が要
定 官 ; な
をる石
市l 干概
捉う念

'"亡 iJま
す思板
れはめ
ばれて
足る陵
り 。1) 昧

る勿
揚論不
合、 UJj

が合碓
多計の
い皐ま
と或 L

llO， は F曹
は縛さ
れ記れ
る論て
が 、 に ゐ
、2) 於る

{jf けが
L る

諸利
若ノ槻錠
し念 o
そは z
D そ E
却の心

論皐或
的問は
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を
具
へ
る
迄

ι至
一
り
て
ぬ
た
い
合
計
思
或
は
簿
記
論
に
於
い
て
は
、
概
念
を
明
確
に
規
定
し
、
之
に
基
い
て
訓
論
の
展
開

E
は
か
る

根
強
が
明
確
で
た
〈
、
曾
計
皐
或
は
簿
記
論
自
憶
に
於
け
る
意
義
、
判
質
、
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
左
い
な
ら
ば
、
如
何

ι記

載
或
は
計
算
し
て
見
た
所
で
、
獲
ら
れ
た
結
果
が
果
し
て
正
し
い
か
斉
か
誰
明
出
来
た
い
で
あ
ら
う
。

普
通
の
説
明
で
は
、
損
益
と
は
収
入
と
支
出
、
牧
市
社
と
費
用
、
終
末
資
本
ー
と
開
始
資
本
等
の
聞
の
一
個
白
差
紙
で
あ
る
と
云
は
れ

そ
れ
が
ア
ラ
ス
の
時
は
の

2
5
5
マ
イ
ナ
ス
の
時
は
4
色
E[
と
呼
ぽ
れ
る
。
併
し
、
か
く
の
如
き
は
全
〈
計
算
手
績
を
示
す
車
在

る
形
式
的
説
明
に
過
ぎ
守
、
概
念
の
賓
質
的
内
容
白
規
定
と
は
在
ら
在
い
。
か
〈
て
、
損
毎
概
念
を
明
械
に
す
る
と
と
が
戎
々
の
第

一
白
問
題
と
な
ら
ね
ば
友
ち
た
い
。

弐
民
、
日
間
続
計
算
は
如
何
た
る
方
法
で
行
は
れ
、
ま
た
そ
れ
は
伽
何
在
る
意
義
、
性
質
、
闘
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ピ
問
題
と

取
る
。
既

K
4叫
べ
た
如
く
、
損
続
計
算
と
は
損
茶
を
如
何
忙
し
て
捉
へ
る
か
白
方
法
に
外
注
ら
伝
い
か
ら
、
損
続
と
は
何
か
と
云
ふ

と
と
さ
へ
決
ま
れ
ば
己
れ
等
白
問
題
は
自
ら
解
決
さ
れ
る
聖
円
で
あ
る
。
併
し
、
前
に
遁
ぺ
た
如
〈
損
詩
た
る
概
念
が
頗
る
峻
味
で
あ

る
た
め
、
と
れ
等
の
問
題
も
亦
理
論
的
に
は
不
明
確
の
童
、
残
き
れ
ず
ゐ

5
0

尤
も

一
般
に
損
径
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
L
内
容
よ
り
槻
れ
ば
、
利
潤
と
密
接
た
る
闘
係
の
あ
る
己
と
は
椛
か
で
、
従
っ
て
、

損
益
計
算
は
一
舷
利
潤
に
闘
す
る
計
算
或
は
記
載
と
認
め
る
と
止
は
山
川
来
る
。
併
し
、
(
一
)
劉
象
た
る
合
議
に
於
け
る
利
潤
遁
求
獲

得
。
過
程
の
理
論
的
把
掃
が
不
定
分
取
る
た
め
、
(
一
一
)
簿
記
法
に
劃
す
る
闘
係
双
び
(
三
)
簿
記
法
に
於
け
る
開
係
白
規
定
が
不
明
確

第
二
蹴

損
盆
及
び
損
盤
計
算
白
問
題

第
五
十
ご
巻

六

O 
2正

3) 
4) 



従
来
多
〈
@ 
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博
二
挽

た
た
め
に
、
そ
れ
は
利
潤
を
如
何
に
問
題
に
す
る
の
か
、
車
に
利
潤
胡
酬
の
算
定
で
満
足
す
る
白
か
、
更
に
そ
の
誕
生
闘
係
の
追
跡
を

損
控
及
び
損
謀
計
算
の
問
題

第
五
十
二
審

プて

一O
六

任
務
と
す
べ
き
も
の
在
の
か
、
必
宇
し
も
明
瞭
で
友
い
。

損
錠
算
定
白
方
法
と
し
て
普
通
に
皐
げ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
、

( 

一) 

牧
入
と
支
出
と
の
比
較
に
よ
る
方
法
。

財
産
目
録
に
よ
り
開
始
(
自
己
)
資
本
と
終
末
(
自
己
)
資
本
と
を
比
較
す
る
方
法
。

複
式
簿
記
訟
に
よ
り
費
問
と
牧
益
と
を
封
附
せ
し
め
る
方
扶
。

の
=
一
個
で
あ
る
。
而
し
て
、
(
一
)
耳
ぴ
(
二
)
の
方
法
は
、
各
持
、
そ
り
歴
史
性
と
利
用
性
と
は
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
現
代
の
資
本

一
式
的
企
業
に
於
い
て
は
既
に
歴
史
牲
を
央
ひ
、
目
つ
一
般
的
利
用
性
を
も
た
左
い
と
と
は
誌
に
論
宇
る
迄
も
左
い
。

か
〈
て
、
我
々
の
問
題
に
す
る
損
益
計
算
と
は
、
(
一
一
一
)
の
方
法
、
帥
も
複
式
簿
記
棋
系
に
於
け
る
損
得
計
算
、
特
に
、
損
録
取
引

l
損
盆
勘
定

l
損
凝
計
算
表
白
一
釆
列
の
闘
係
に
限
定
さ
れ
る
。
蓋

L
、
E
れ
忙
よ
っ
て
一
初
め
て
担
径
の
大
さ
白
み
た
ら
十
そ
白
裂

生
刷
係
が
完
全
に
説
明
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

損
徒
計
算
。
歴
史
は
貸
借
針
附
表
の
そ
れ
よ
り
も
奮
〈
、
ジ

1
ヴ
ヱ
キ
Y

グ
に
よ
れ
ば
ゼ
ノ
7
の

m
O『
E
E
南
舎
の
簿
記
(
一
四
一

六
l
l
-
四
=
一
四
)
は
既
忙
損
担
金
勘
定
を
有
っ
て
ゐ
た
と
僻
へ

ιれ
ヲ
?
と
の
と
と
は
、
安
本
勘
定
並
に
損
議
勘
定
の
成
立
が
複
式
簿
記

法
の
完
成
の
根
本
的
要
件
た
る
と
と
よ
り
見
て
も
常
然
で
あ
ち
う
。
併
し
、
簿
記
の
と
白
部
面
白
研
究
は
秘
め
て
少
〈

は
同
o
E
S
S
0
2
5
或
は
間
]
百
旦
回
目

F
a
E明

の
立
場
か

ι則
弐
的
忙
問
題
比
さ
れ
た
に
過
ぎ
左
い
。
削
ち
、
動
定
理
論
の
立
揚
か

ち
は
、
損
益
勘
定
は
如
何
な
る
種
類
の
勘
定
で
あ
る
か
、
平
白
任
務
は
仰
で
あ
る
か
、
ま
た
、
他
の
勘
定
に
封
ず
る
闘
係
は
如
何
友

5) 

7) 



る
仕
方
か
と
一
五
ふ
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
、
最
近
は
貸
借
針
附
表
視
白
立
場
か
ら
、
貸
借
針
照
表
に
針
ナ
る
闘
係
が
袖
助
的
友
も
白
で

あ
る
か
、
或
は
、
並
存
的
た
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
や
う
た
己
と
が
議
論
さ
れ
て
ゐ
る
。
併
し
、
と
れ
等
の
議
論
は
、
根
本
的
に
槻

れ
ば
緯
記
及
び
貸
借
封
照
表
を
基
礎
づ
け
る
一
貫
し
た
理
論
を
般
昔
、
従
っ
て
、
簿
記
及
貸
借
到
照
表
の
闘
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

ゐ
友
い
た
仏
刷
、
未
だ
問
題
白
解
決
の
途
を
見
出
し
て
ゐ
左
い
。

鉢
記
論
或
は
貸
借
封
照
表
論
に
於
い
て
、
損
盆
計
算
白
地
位
を
引
上
げ
た
の
は
内
ユ

7

1
レ
シ
バ
ッ
ハ
耳
ぴ
ワ
ル
Jh
の
功
績
に
蹄

せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
寧
ろ
彼
等
は
損
盆
計
算
或
は
成
果
計
宴
国
内
E
m
u
H
R
E
E
m
)
の
立
場
か
ら
、
簿
記
及
び
貸
借
掛
照
表
を
見
直
し
た

と
云
ム
方
が
趨
惜
で
あ
る
。
我
々
は
己
れ
に
示
唆
さ
れ
る
所
は
多
い
が
、
彼
等
が
の

l
可
。
、

の
過
程
在
捉
へ
る
白
に
、
従
来
の

「
財
産
」
及
び
「
資
本
L
E以
て
せ
や
、
会
〈
別
個
の
槻
貼
よ
り
之
を
捉
へ
ん
と
し
た
h

め
、
そ
の
勘
定
迎
論
或
は
貸
借
劉
照
表
概
K
は

猶
ほ
根
本
的

ι幾
多
の
検
討
の
一
徐
地
を
存
し
て
ゐ
る
。
と
れ
ら
の
問
題
に
闘
す
呂
詳
細
な
る
研
究
は
後
の
機
合
に
譲
ら
ね
ば
た
ら
た

い
が
、
兎
に
角
と
れ
に
よ
っ
て
問
題
は
一
屠
紛
糾
、
混
乱
に
陥
り
、
之
が
解
決
白
だ
め
に
、
我
々
は
E
統
的
抵
立
揚
に
蹄
っ
て
再
出

描
出
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
ゐ
ろ
。

己
の
意
味
に
於
い
て
、
本
稿
は
主
と
し
て
シ
ヱ
ア
ー
に
擁
り
つ

it
傍
ら
2

ツ
ク
リ
ツ
シ
ユ
を
参
照
し
在
が
ら
、
損
集
計
算
の
性

質
を
窺
ひ
そ
己
に
於
け
る
問
題
の
所
，
李
智
雄
め
・
先
伊
研
支
の
川
護
耕
と
し
た
い
。

本
論
に
入
る
に
先
立
ち
、
シ
ヱ
ア

1
ゆ
基
本
的
規
定
を
明
ら
か
に
し
て
置
か
ね
ば
左
ら
友
い
が
、
己
れ
に
就
い
て
は
既
に
周
知
の

問
で
あ
る
し
、
私
も
嘗
っ
て
紹
介
し
た
と
と
が
あ
る
か
ら
、
裁
で
は
軍
に
要
瓢
を
摘
記
す
る
に
止
め
る
。

紋
に
よ
れ
ば
、
簿
記
の
剖
象
は
資
本
D
循
環
で
あ
り
、
ク
一
を
捉
へ
・
る
に
は
財
産
川
内
及
び
資
本
聞
を
以
て
す
る
。
而
し
て
、
財
産
正

は
企
業
の
所
有
物
(
開
困
問
。

EZ)を
縦
消
的
側
面
か

ι槻
た
も
の
で
あ
り
、
具
暢
的
た
交
換
償
値
を
有
つ
財
貨
よ
り
成
る
の
資
本
と
は
同

鵠
謀
及
び
損
益
計
算
の
問
題

第
五
十
二
巻

六

第

披

O 
七

ゐて置〈。計算と云ふ語に捉はれない宇う世mすべきである。
H. Slevekiug， Auo> venetiani:;.chen IIandlung.戸bucbern. (Sd:unoller Jahrbuch 
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損
益
及
び
棋
盤
計
算
の
問
題

第
五
十
二
巻

O ，1、

ノ、

凹

傍

挽

じ
所
有
物
の
法
律
的
側
副
で
あ
り
、

そ
れ
白
樺
利
的
出
所
或
は
源
泉
を
一
市
ず
も
白
で
あ
る
。

か
く
て
雨
者
の
閥
係
は
k
p
日
間
と
な

る
。
在
ほ
、
彼
に
於
い
℃
は
負
債
聞
は
財
産
と
し
て
取
扱
は
れ
、
従
っ
て
k
f

司
HH
同
を
以
て
簿
記
の
某
本
的
規
定
と
す
る
。

反
之
、

一
円
ノ
ク
リ
ツ
シ
ユ
は
、
貸
借
針
問
、
去
か
ら
州
渡
し
、

九戸

H
同
【
十

}
U
E
以
て
基
本
的
規
定
と
す
る
が
、
財
産
及
び

kF1同・

資
本
の
規
定
の
仕
方
向
簡
に
は
本
質
的
註
相
違
は
在
い
。

最
初
に
、
損
経
由
本
質
は
何
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
置
か
ね
ば
友
ら
一
泣
い
。

シ
ェ

7

1
忙
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
資
本
凪
増
加
分

(
D
2
Eロ
)
叉
は
減
少

A
A
J
E
Z主
で
あ
る
。
然
ら
ば
か
t
A

る
榊
減
は
如
何
に
し
て
吐
ゃ
る
か
。

資
本
白
循
環
は
正
常
な
る
経
過
を
と
れ
ば
、
の
め
冨
者

R
7
F
Eを
む
と
た
予
が
、
「
最
後
十
白
部
分
に
於
け
る
と
の
貨
幣
増
加
は

循
環
の
各
部
分
が
等
値
目
段
階
K
分
解
さ
れ
る
の
で
は
在
〈
て
、
新
し
い
部
分
が
誼
加
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
方
的
慣
値
増
加
が

生
宇
る
岨
朝
合
に
の
み
考
(
ら
れ
る
。
事
賞
、
商
人
的
経
器
双
ぴ
共
他
の
粧
掛
絞
替
に
於
い
て
は
、
か
〈
の
如
昔
、
循
環
中
に
新
に
治

加
寸
べ
昔
傾
値
要
素
が
在
在
し
て
ゐ
る
。
殊
に
商
人
的
粧
替
K
於
い
て
は
循
環
の
個
々
の
部
分
虻
粧
桝
的
諸
力
が
作
則
し
て
ゐ
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
外
部
か
ら
は
見
え
在
い
艶
形
で
は
あ
る
が
、
然

L
貨
幣
を
以
て
測
り
得
る
債
値
増
加
往
々
傾
値
減
少
ー
を
生

ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。
か
L
る
力
主
我
々
は
商
人
的
勢
働
と
名
制
け
得
る
が
、
己
の
商
人
的
勢
働
は
二
方
向
か
ら
認
め
ら
れ
る
。
第

一
に
は
、
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
の
交
換
財
移
輔
の
揚
合

K
、
隔
者
の
間
の
人
格
的
、
揚
則
的
、
時
間
的
分
離
を
克
服
し
、
而
し
て

共
際
、
債
格
援
動
、
信
用
損
失
、
議
迭
損
失
等
の
如
昔
様
々
友
危
険
を
官
す
べ
き
商
人
の
一
般
的
任
務
の
中
に
現
は
れ
る
。
此
所
で

は
従
っ
て
経
情
的
(
商
人
的
)
弊
働
の
殻
岡
市
は
商
品
の
交
換
憤
備
の
靖
加
の
中
K
存
す
る
。
商
人
の
第
二
回
弊
働
は
、
他
人
目
持
倣
及

ぴ
諸
掛
り

(FEE)
の
償
却
の
た
め
の
犠
牲
の
費
則
か
ら
成
り
、
我
々
は
そ
れ
を
縦
皆
費
な
る
概
念
の

F
K
総
括
す
る
。
前
D
商
人
的

蝿川教授、 L貸借劃P.R哀の問題守組済論叢昭和十=年九月室参照。
E. Schmalenbach， Dynami::sche Bilanz. 7 Alllfl. 1939 
E. Walb， Die ErfoIgsrechnung cler privater und offentlicher Befriebc. 1926 
Tρenert九 a.n. O. S. 4-5 
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労
働
及
び
後
白
費
さ
れ
た
犠
牲
に
劃
す
る
報
償
を
、
商
業
は
商
品
の
蹄
民
と
販
寅
と
の
差
額
、
邸
ち
の
宮
ヨ
ロ
ロ
の
中
に
見
出
さ
血
ば

な
ら
た
い
。
」

の
過
程
在
如
何
に
認
識
把
握
し
て
ゐ
る
か
に
就
い
て
は
裁
に
は
省
略
し
た
が
、
そ
れ
は
要
す
る
に
資

本
の
循
環
と
は
云
ふ
も
の
L
、
貨
質
的

ιは
単
な
る
財
産
の
循
環
と
し
て
し
か
提
へ
ら
れ
て
ゐ
在
い
d

従
っ
て
、
。

2
5ロ
に
就
い

シ
ェ
ア
ー
が
の

l
当
l
o、

て
も
、

一
一
肱
所
謂
商
人
的
持
働
に
謝
す
る
報
備
と
し
て
の
利
潤
が
提
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
如
〈
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
、
失
筒
に
於

い
て
更
に
明
ら
か
に
な
る
如
〈
、
結
局
、
財
尽
に
過
ぎ
左
い
の
で
あ
る
。

。2
5ロ
が
の
者
ー
の
、
に
於
け
る
冨
o
r
d。E

で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
蛍
然
利
潤
で
友
け
れ
ば
在
ら
ぬ
。
然
る
に
、
既
に
蓮

ペ
た
如
く
、
シ
ヱ
ア

1
は
の

Id--c、
の
過
程
を
捉
へ
る
白
に
』
l
司
リ
同
を
以
て
す
る
。
故
に
、
損
銀
副
ち
資
本
の
増
減
は
、

貨
は
自
己
資
本
(
純
財
産
)
の
増
減
な
の
で
あ
る
。
調
ふ
周
の
損
径
を
純
損
益
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
般
的
商
人
帥
労
働
に
封
す

る
報
償
、
或
は
彼
が
他
白
場
所
で
述
べ
て
ゐ
る
合
義
者
利
得
(
司
回
向
。
E
喜
目
。
告
書
ヨ
)
を
意
味
す
る
己
と
は
理
御
同
市
市
る
。
併
し
、
彼
の

調
ふ
損
訴
に
は
前
に
遁
べ
た
費
消
せ
ら
れ
た
る
犠
牲
(
費
用
)
世
に
そ
九
に
針
す
る
報
償
(
牧
撞
)
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
己
の
割
、
我
々

却

は
更
に
シ
ヱ
ア

I

D
説
明
主
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

私
経
府
内
的
に
考
察
す
れ
ば
、
経
営
に
於
け
る
種
々

D
費
用
(
〉
国
内
4
q
E
E
B唱
悶
)
は
本
来
D
損
失
支
出
(g官
E
Z
-
n
t
O
3
ュE
E
U官
官
)
と
生

産
的
支
閃

(P
邑
z
r
t
g
g官
官
)
と
に
匝
別
し
得
る
し
、
利
小
骨
収
入

(Pヨ
B
Z
E
M
E
E
)
は
現
賞
白
利
益
と
牧
谷
(
町
内
品
四
百
出
向
)
或
は
計

算
利
益
〔
4
2
2
E
E曹
唱
調
5
5
)
と
に
匝
刷
出
来
る

J
U

併
し
乍
ら
、
か
L
る
見
地
は
原
償
計
算
の
揚
合
に
は
極
め
て
軍
裂
で
あ
る
が
、

簿
記
及
び
貸
借
針
限
表
に
於
い
て
は
然
ら
宇
、
右
D
如
雪
費
用
或
は
利
益
収
入
が
交
換
取
引
と
し
て
記
帳
さ
れ
る
か
、
或
は
損
議
取

引
と
し
て
記
帳
さ
れ
る
か
、
首
該
企
業
に
於
け
る
記
帳
の
仕
方
己
そ
が
決
定
的
な
の
で
あ
る
。

損
益
及
刊
日
損
盆
計
算
白
問
題

策
五
十
一
一
巻

二
六
五

体

量賠

O 
九

Sd点 l-.l'rinn，'Buchhnltung und Bila.Ilz， 6 AuH. 1932 
H. Nicklu;ch， Die Detrielswirt:-;chaft. 7 Antl. 1932 
捌稿L骨計単に於ける財産及V'J奇本守稗桝論叢、昭和十二年七月。
Schar-Prion， a. u. O. s. 14-15. 18) 前嶋胡l稿審問。
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出
盆
及
び
損
益
計
算
白
問
題

第
五
十
二
巻

二
六
六

告書

旗

O 

か
〈
亡
、
損
袋
概
念
の
規
定
は
放
棄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
若
し
損
径
を
か
く
庚
義
に
解
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
封

象

た

る

の

巧

I
C、
。
過
程
の
性
質
及
び
モ
の
分
析
の
結
果
た
る
財
産
及
び
資
本
白
性
質
か
ら
規
定
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
之
を
記

侠
D
資
際

K
師
す
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
一
ツ
タ
リ
ツ
シ
ユ
は
原
一
償
計
見
の
研
究
と
桐
侠
っ
て
損
訴
と
費
用
王
山
牧
盆
と
を
匝
別
し
、
損
訴
概
念
白
下
に
は
純
損
A

祉
の
み
を

理
解
す
る
。
ま
た
、
利
続
分
配
の
立
場
よ
り
、
利
盆
白
構
成
部
分
を
企
業
者
賃
銀
、
自
己
資
本
に
封
す
る
利
子
及
び
企
業
維
持
白
た

mm 

め
D
準
備
金
比
八
万
ち
、
更
に
超
過
利
益
田
あ
る
揚
合
に
は
之
を
財
閣
の
構
成
員
に
劉

L
分
配
す
べ
き
も
の
と
し
て
ゐ
る
。

か
〈
白
如
〈
、

=
ツ
ク
リ
ツ
シ
ユ
に
於
い
て
は
、
利
引
祉
を
興
へ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
限
り
、
そ
の
分
析

d

は
シ
Z

ア
ー
よ
り
も
深
め

ら
れ
て
ゐ
る
が
、
利
径
四
本
質
に
就
い
て
は
、
我
々
は
唯
ミ
そ
れ
が
新
資
本
で
あ
り
、
同
時
に
牧
径
の
刺
徐
で
あ
る
と
い
ム
己
と
以

上
に
知
り
得
た
い
1
0

従
っ
て
牧
径
の
配
分
に
際
し
何
ら
基
準
が
た
い
理
で

k
f
H
同

に
出
議
し
た
が
ら
、
彼
の
利
第
構
成
部
分
か
ら

槻
て
も
明
白
な
る
如
く
、
利
訴
は
直
ち
に
自
己
資
本
に
届
せ
し
め
ら
れ
る
。

な
ほ
治
意
す
べ
き
は
、

ニ
ツ
ク
リ
ツ
シ
ユ
は
費
用
勘
定
を
財
産
勘
定
と
し
て
取
扱
っ
て
ゐ
る
が
、
何
故
、
費
用
が
財
産
で
あ
り
、

ま
た
財
産
で
な
け
れ
ば
な
ら
白
か
に
就
い
て
は
少
し
も
説
明
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
か
〈
て
は
彼
の
損
徒
計
算
白
意
義
性
質
が
甚
だ
疑
問

と
左
ら
ざ
る
を
得
一
な
い
で
あ
ら
う
。

四

刷
出

シ
ヱ
ア

1
は
複
式
簿
記
法
の
特
質

E
次
の
如
〈
港
ぺ
て
ゐ
る
。

第
一
に
は
費
本
白
靖
加
且
び
織
少
を
冒
と
構
造
に
就
い
て
直
接
に
表
示
す
る
と
主
で
あ
り
、
第
こ
に
は
循
環
中
自
副
的
に
働
〈
所
の
力
と
費
用
t

と
を
貨

幣
D

形
態
に
て
捕
捉
し
、
ヨ
ワ
こ
の
費
消
せ
ら
れ
た
る
勢
働
力
及
V
酎
貨
の
個
値
に
於
け
る
輔
牲
と
、
計
算
的
に
捕
捉
せ
ら
れ
た
る
新
倒
値
と
の
差
額
か

Schar， Fr.. Tlandelsbetriehsleh同， :2 Aufl. Rd. 1. 1913， S. 50-51. 
日chlir.Prinn. a. a. O. S. 150-155 
生産的支出主計算上の利益とは相劉的のも白であり、 ITは交換車引なのであ
る。
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ら
、
第
一
四
計
算
と
比
濁
立
白
、
訴
も
そ
れ
と
有
欄
的
に
結
合
し
た
る
第
一
一
目
方
法
に
基
い
て
、
企
業
白
成
呆
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
あ
る
。

我
々
が
問
題
に
し
て
ゐ
る
損
盆
計
算
と
は
右
白
第
二

θ
方
法
K
外
友
ら
た
い
。
然
ら
ば
そ
れ
は
如
何
に
し
て
成
立
し
、
如
何
な
る

内
容
を
も
ち
、
ま
た
簿
記
慌
釆
に
於
い
て
如
何
な
る
闘
係
に
誼
か
れ
る
か
。
以
下
に
於
い
て
具
惜
的
危
考
察
を
加
へ
ね
ば
な
ら
由
。

簿
記
は
周
知
の
如
〈

C
I当
ー
の
、
白
曹
を
取
引
と
し
て
捉
へ

b
o
而
し
て
シ
ェ
ア
ー
に
於
い
て
は
繰
返
し
て
建
お
く
〉

噌

HH
同
の
闘
係
に
於
い
て
捉
へ
ら
れ
る
。
剖
ち
、
山
慨
は
自
己
資
本
を
基
準
と
し
て
取
引
を
二
個
の
基
本
形
態
に
分
類
す
る
。

交
換
取
引
(
吋
同
BOFmmmog即
時
互
、
二
、
損
益
取
引

3
0考
古

l
E島
記
号
晶
2
E
Z
)
乙
れ
で
あ
る
。
交
換
取
引
と
は
財
産
構
成
部
分
に
白
み

融
由
化
を
奥
へ
、
資
本
(
H
自
己
責
本
)
の
大
さ
に
は
増
減
を
も
た
ら
さ
ピ
る
取
引
で
あ
り
、
損
採
取
引
と
は
財
産
構
成
部
分
の
縫
化
白
み

友
ら
や
同
時
江
資
本

7
自
己
資
本
)
の
大
さ
に
も
増
減
を
生
ぜ
し
め
る
取
引
で
あ
る
。
左
ほ
‘
シ
ェ

7
1
は
己
の
他
に
交
換
、
損
益
雨

取
引
の
結
合
せ
る
形
態
と
し
て
複
合
取
引
(
F
E
E
g
g
m
m
E
N
R
ぐ
2
関
山
田
唱
)
を
認
め
る
が
、
と
れ
は
技
術
的
に
分
け
得
ら
れ
な
い
だ
け

勾

で
め
っ
て
、
現
論
的
に
は
交
換
取
引
と
損
盆
取
引
と
に
分
け
て
考
へ
得
る
性
質
白
も
の
と
思
は
れ
る
か
ら
、
抜
で
は
絞
ム
止
を
簡
早
に

す
る
た
め
省
略
す
る
。
我
々
の
劉
象
と
た
る
取
引
が
損
益
取
引
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
迄
漣
ペ
た
所
よ
り
刷
み
て
明
ら
か
で
あ
ら

う

シ
ヱ
ア
ー
は
損
径
百
引
引
と
し
て
生
白
凹
伺
白
揚
合
を
間
帯
げ
て
ゐ
る
刊

川
円

k
p
+
肉
噌
日
開
+
問

牧
盆
性
又
は
生
産
性
白
紺
果
、
何
ら
の
補
償
な
し
に
新
財
貨
債
値
引
川
入
っ
た
場
合

側

(
K
P
1
4
)
l
司
日
同

4

消
耗
唖
按
又
は
損
失
に
よ
り
分
離
せ
る
財
産
部
分
に
掛
L
何
の
補
償
も
入
ら
な
い
場
合
o

m
w
k
r
l
(
司
+
官
)
H関

1
1

例
へ
ば
保
詮
債
務
撃
に
よ
り
積
鹸
則
産
自
補
償
な
し
に
負
債
が
護
生
せ
る
場
合
。

鍋
益
及
び
損
益
計
算
白
問
題

第
五
十
二
巻

第

焼

二
六
七

、

Die工..ei:stungshere.chung ーツクリヴシユは之を (1)Die Kalkulation rles Auf. 
wand匂 (2)J)ie Erlu:skalkul込tiOll，(3) Die.E出 19'、knlkutationの三段に分ヮ。

印ち、=ツクリツシユに於げる利径は牧主主制偉 (Ertmgsrest)換言すれば未分
配由収益でるる o なほ、彼は企業を一個目揮瞥共同機 ξ見世L、質担及tJ'俸
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出
量
及
び
損
益
計
算
D
問
題

一
一
六
人

策

韓

事
五
十
二
番

川

問

、

v
I
q
-
-
)
H同
+
回
目

胸
興
其
他
に
よ
り
債
務
自
免
陣
を
受
け
た
る
場
合
。

既
に
遁
べ
た
る
如
く
、
シ
ヱ
ア
ー
が
の
弓
I
C、
の
温
程
を
間
半
在
る
財
産
の
循
環
と
し
て
し
か
捉
へ
て
ゐ
な
い
こ
と
は
此
庖
に

到
っ
て
明
瞭
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
取
引
は
財
産
の
側
か
ら
の
み
匝
別
さ
れ
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
如
れ
、
「
資
本
取
引
」
が
看
過

さ
れ
て
ゐ
る
。
誌
で
は
取
引
の
一
般
論
に
立
入
る
己
止
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
問
題
を
損
銃
取
引
に
限
っ
て
み
て
も
、
損
益
は

車
な
る
財
産
の
増
減
と
し
て
し
か
捉
へ
ら
れ
て
b
q
ら
宇
、
損
径
の
殻
生
す
ぺ
き
取
引
形
態
白
基
本
的
な
規
定
を
依
き
常
識
的
友
例
解

に
止
っ
て
ゐ
る
。
乙
れ
で
は
制
ム
所
の
狽
続
が
捉
へ
得
な
い
と
と
例
へ
ば
増
資
或
は
減
資
等
の
場
合
を
考
べ
て
も
直
ち
に
判
然
と
す

る
だ
ら
う
。
財
産
に
柄
減
が
生
じ
て
も
必
宇
し
も
損
益
の
後
生
井
一
は
な
ら
友
い
白
で
あ
る
。
損
盆
概
念
の
規
定
の
不
党
分
さ
並
K
根

本
的
に
は
資
本
概
念
の
現
定
の
不
充
分
さ
が
此
所
に
於
い
て
暴
露
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
よ
り
外
は
た
い
。

ニ
ツ
ク
リ
ツ
シ
エ
に
於
て
は
問
題
は
す
べ
て
貸
借
叫
制
限
表
か
ら
展
開
せ
ら
れ
、
全
〈
形
式
的
H
つ
結
川
市
的
に
取
扱
は
れ

肉
み
に
、

る
。
従
っ
て
取
引
に
閲
し
て
は
少
し
も
分
折
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
た
い
。

損
経
取
引
は
指
益
勘
定
に
記
載
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
損
得
勘
定
が
我
々
の
一
吹
白
問
題
と
な
る
。

既
に
遁
べ
た
如
く
、
シ
ェ
ア

l
は
〉
l
可
HH
同
を
以
て
簿
記
白
基
本
方
程
式
と
す
る
。
従
っ
て
、
根
本
的
に
は
在
高
勘
定

3
2
P

E
E固
宮
)
と
安
本
勘
定
(
阿
倍
1
E
F
S
E
M
)
白
二
個
の
勘
定
系
統
し
か
な
い
諜
で
あ
る
。
故
に
、
損
益
勘
定
は
第
一
義
的
に
は
資
本
勘
定

-
V
 

そ
白
も
の
と
し
て
、
或
は
資
本
の
増
減
を
記
枕
す
る
所
白
費
本
勘
定
白
下
級
勘
定
(
司
旦
q
w
B
Zロ
〕
と
し
て

D
み
成
立
し
得
る
。
か
く

て
、
，
在
高
勘
定
白
借
方
残
高
は
新
積
位
財
産
と
新
消
極
財
産
と
の
差
潮
邸
ち
新
陀
詮
明
さ
れ
た
純
財
産
を
示
し
、
資
本
勘
定
の
貸
方

残
高
は
利
錆
項
目
だ
け
増
加
し
、
損
失
項
目
だ
け
減
少
せ
る
開
始
資
本
卸
ち
新
民
計
算
さ
れ
た
純
財
産
、
'
即
ち
自
己
資
本
主
表
示
す

軸をも収盆白分間と視る o(Nicklisch， a. a. 0 日. 7岨. ll. Gewinu， I-Ianll 
worterbuch c1cs. Betricbswirbchaft. a. <1.. 0.) 
Nicklisch. Die betriebswirtschaft1ic.he Berleutung rles Gewinns. (Z. f. I-Iw. u. 
IIp. 2J Jhc-. 1922. S. '94-197.) 
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立
性
を
有
つ
に
至
る
か
。

る
。
シ
ヱ
ア
ー
は
そ
れ
故
に
簿
記
白
窮
極
目
的
は
純
財
産
の
二
重
詮
明
に
ホ
り
と
主
張
す
る
。
然
ら
ぽ
損
託
勘
定
は
如
何
に
し
て
澗

羽

シ
ェ
ア
1
の
論
旨
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。

許

制

宮

前

失
も
た
い
か
ら
簿
記
の
開
始
は
突
の
如
き
仕
方
で
行
は
れ
る
。

出

前

留

同

Nickti:-;ch， Die Betrieh!;wirt;;chnst.. S. 666. 26) Schar.Prion， a. a. O. S. 2 
畔し、何故取引と Lて捉へ、また取引として捉へなければならぬか、また簿
記の謝象主 Lて白取引の性質は Scharに於いても Nicklischに於いても明ら
かでない。抜では併L品 hる一般的な問題に間れる僚裕はない。 とれらの問

開
始
資
本
主
確
定
せ
る
大
さ
と
し
て

l
株
式
曾
枇
の
場
合
に
は
寅
際
に
さ
う
で
あ
る
在
高
勘
定
系
統
の
貸
方
側
へ
移
項
す
れ
ば

資
本
(
紬
財
産
)
白
増
減
に
封
し
別
個
の
勘
定
を
設
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
損
錠
勘
定
で
あ
る
。
山
品
目
業
期
首
に
於
い
て
は
利
錠
も
損

E福
祉

.. 

在高勘定 損盆勘定

借方 貸方 借方 貸方

a，刊 vl 日

a雪 P2 V2 g2 

[l~ K V3 g日

向 Gーホj盆残高リ心 白

主高勘定借方残抗日=胡盛期定貸方捜丙 G

舗
揖
及
び
損
盆
計
算
の
問
題

h事
叶

耳障
叶

神
叶

阿
川
十
阿

Q 

。

経
替
白
線
続
中
は
、
利
議
或
は
損
央
項
目
と
し
て
在
高
勘
定
項
目
の
借
方
・
貸
方
聞
の
差
縮
、
邸

在
高
勘
定
に
於
け
る
-
方
的
増
減
の
み
が
記
哉
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
在
高
勘
定
の
借
方
残
高
は
損
益

。

勘
定
の
貸
方
残
高
に
等
し
く
な
け
れ
ば
在
ら
な
い
。
(
別
岡
4
8

問
)
簿
記
の
匝
僻
性
に
封
ず
る
吟
味
は

そ
れ
故
に
純
利
錠
の
二
重
詮
明
の
中
に
あ
る
。

山
ち
、
シ
ェ
ア
ー
に
よ
れ
ば
右
は
新
方
程
式

p
h卜
]
l
l
i

同
U
の
|
司
(
損
益
方
程
式
)
に
操
っ
た
も
白

で
あ
る
が
、
容
易
に
知
り
得
る
如
く
、
己
の
新
方
程
式
は
基
本
方
程
式

P

司
リ
同
+
O
I
4
の
脚
形

に
過
ぎ
な
い
。
雨
方
程
式
の
相
違
は
し
か
し
賓
質
に
存
す
る
の
で
は
た
く
、
簿
記
に
課
せ
ら
れ
る
窮

艇

H
的
自
如
何
に
お
す
る
D
で
あ
る
。
却
ち
、
海
記
が
新
自
己
資
本
位
一
一
重
誰
明
を
目
的
と
す
る
た

ら
ば

krl]可
日
開
+
の
1
4
が
成
立
し
、
利
ム
生
又
は
損
失
の
二
重
詮
明
在
意
闘
す
る
た
ら
ば

p
l吋
l

25) 
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第
五
十
二
巻

組
綻
及
世
損
益
計
算
の
問
題

同
l
c
i
J
1
E
m
ふ
る
。
併
し
、
己
目
後
の
方
程
式
在
使
用
す
る
の
は
決
し
て
新
し
い
現
論
に
基
く
の
で
は
な
く
、
第
一
一
白
、
然
も

告事

批

匹

士
C 

第
一
の
も
の
か
ら
導
か
れ
た
新
し
い
形
式
に
於
貯
る
同
一
の
二
勘
定
期
論
に
上
る
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
、
己
の
一
形
式
は
、
株
式
合
一
枇

白
揚
合
に
は
法
規
に
よ
り
株
式
資
本
が
同
瀬
正
期
間
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
故
例
外
な
〈
滴
用
き
れ
る
の
み
た
ら
や
、
個
人
商
府
に
も
屡
々
利

均

用
さ
れ
る
。
主
た
日
年
度
末
決
算
D
場
合
に
限
ら
中
、
経
営
の
進
行
中
に
も
利
用
さ
れ
、
損
益
の
概
算
に
役
立
つ
。

而
し
て
、
営
業
年
度
末
に
於
い

τ
、
前
に
掲
げ
た
形
式
に
於
い
て
勘
定
結
果
を
綜
合
す
る
の
が
決
算
貸
借
謝
服
表
(
由
。
ECM凶

E
E
N
)

に
外
注
ら
な
い
。
郎
ち
、
決
算
貸
借
封
開
表
は
、
在
高
肋
定
。
結
果
を
綿
措
せ
る
財
産
貸
借
針
附
‘
表
(
F
H
E
S
g
m
E
E
N
)
と
損
径
勘
定

間

の
結
果
を
綿
括
せ
る
損
盆
計
算
表

(
P
2
5
E仏
語
ユ
宮
E
-
Z
N
O臼
・
開
ユ
自
明
M
E
V
四
九
一
と
か
ら
成
る
。

我
々
の
設
問
を
反
覆
し
て
問
題
。
所
在
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

U

Z

7

ー
に
よ
れ
ば
基
本
方
程
式
〉
l
司
川
同
+
(
の
1
4
)
の
拘
置
形
と
し
て
、

簿
記
の
目
的
の
如
何
に
よ
っ

τ成
立
す
る
。
若
し
基
本
方
程
式
(
封
象
か
ら
規
定
さ
札
た
蘭
係
)
が
巨
し
け
れ
ぽ
、
所
謂
簿
記
白
目
的
。

第
一
に
損
盆
計
算
は
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
。

理
論
的
根
崎
捕
さ
へ
示
さ
れ
L
ば
よ
い
謬
で
あ
る
。
併
し
、
シ
ェ
ア

l
の
示
せ
る
根
嫁
は
僅
に
株
式
舎
枇
に
於
け
る
賞
際
と
、
純
損
径

白
一
一
軍
誰
明
(
記
載
結
果
白
正
確
性
の
時
時
)
と
云
ふ
技
術
的
理
由
に
過
ぎ
な
い
。
加
之
・
彼
に
於
'
い
て
は
基
本
方
程
式
白
惜
も
「
簿
記
の
.

ω

喝

耐

に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
「
簿
記
白
目
的
」
の
意
味
が
甚
だ
股
昧
で
あ
る
。

目
的
L 

第
一
一
に
損
待
計
算
は
如
何
な
る
内
容
を
有
っ
か
。
そ
れ
は
(
一
)
損
取
経
引
を
記
載
し
、
会
己
損
徒

E
財
産
の
一
方
的
増
減
と
し
て

記
載
し
、
ご
ご
在
高
助
目
厄
白
借
方
・
貸
方
白
差
額
と
し
て
記
載
す
る
。
損
益
取
引
に
就
い
て
は
肢
に
漣
ぺ
た
。
彼
が
損
盆
を
翠
た
る

財
産
の
増
減
と
し
て
捉
へ
た
結
果
は
、
彼
に
於
け
る
恨
錠
勘
定
並
に
損
袋
計
算
表
の
内
容
が
翠
な
る
計
算
量
と
化
し
去
る
と
と
を
以

て
終
る
。
彼
が
最
初
に
地
定
せ
る
費
用
及
び
牧
毎
D
差
額
か
ら
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
が
達
せ
ら
れ
る
か
否
か
、
甚
だ
疑
問
で

題に就いては措川教授L簿記と取引， (朝両論叢昭和十一年十二月〉審問。
複合取引在記載ナる所内所調混合勘定白島閣は、樽臼の詔故手績に7於ける主
要なる問題でるって、従来多〈の議論が行ほれてゐる。私もJllJの機脅に問泊
IoLてみたい主思ってゐる。
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あ
る
。第

三
に
損
徒
計
算
は
却
何
な
る
閥
係
の
も
の
か

D

損
待
勘
定
は
先
づ
根
本
的
に
は
資
本
勘
定
系
統
に
溺
ナ
。
印
ち
、
資
本
勘
定
モ

の
も
の
か
或
は
そ
白
下
級
勘
定
で
あ
る
。
併
し
、
「
簿
記
の
目
的
し
に
よ
り
損
続
方
程
式

P
1
9
+同
)
1
0
4
が
成
立
す
れ
ば
、
在

高
勘
定
封
損
錠
勘
定
の
闘
係
が
成
立
す
る
。
而
し

τ、
損
征
勘
定
の
結
果
を
総
指
せ
る
損
徒
計
算
表
は
、
在
高
勘
定
D
結
果
を
綿
括

せ
る
財
産
貸
伯
割
問
表
と
共
に
決
算
貸
借
針
照
表
の
構
成
因
子
と
危
る
。
か
〈
て
此
の
最
後
の
問
題
は
最
初
の
損
日
仕
方
程
式
の
成
否

如
何
に
蹄
す
る
。

終
に
一
一
ツ
ク
リ
ツ
シ
ユ
は
問
題

E
如
何
に
展
開
し
て
ゐ
る
か
を
参
加
し
て
世
か
う
。

ω
 

シ
ヱ
ア

l
と
白
重
要
な
る
相
違
鼎
で
あ
り
、
ま
た
我
々
が
注
目
す
べ
き
は
、
究
用
勘
定
を
財
誌
勘
定
系
統
に
属
せ
し
め
、
損
鋪
勘

定
を
新
資
本
在
高
(
主
と
し
て
混
合
制
定
か
ら
算
出
さ
れ
た
)
の
勘
定
に
限
定
す
る
と
止
で
る
弘
o

併
し
、
既
に
漣
ベ
た
如
く
、
費
則
が
財

産
的
性
質
を
も
っ

E
と
に
就
い
て
は
何
等
理
論
的
棋
擦
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
た
凶
o

ま
た
、
シ
ヱ
ア

1
の
云
ム
本
来
の
損
失
、

リ
ツ
シ
ユ
の
云
ふ
共
他
の
源
泉
か
ら
の
損
失
が
如
何
に
取
扱
は
れ
る
か
不
明
で
あ
る
つ
引

ツ

ク

簿
記
法
自
憾
の
問
題
と
し
亡
は
併
し
エ
ツ
ク
リ
ツ
シ
ユ
に
よ
っ
て
は
何
ら
設
展
さ
れ
て
ゐ
在
い
。
但
し
、
彼
は
簿
記
白
憾
の
外
附
酬

に
粧
皆
目
内
部
閥
係
を
示
す
組
織
と
し
て
校
高
計
算

(
p
a
p
a
5
n
E
E四
)
、
費
用
・
牧
統
計
算

(
E
T
E
P
1
5仏
関
ユ

E唱
Z
O
E
E也、

貨
幣
計
算

(pzznvE品
)
及
び
財
囲
計
算

(
F
3
2
0
V戸
町
内
日
『
ゆ
岳
ロ
ロ
ロ
肉
)
白
四
計
算
を
認
め
る
0
1
t
等
の
計
算
は
簿
記
の
範
囲
を
一
不
し
、
互

に
融
合
せ
る
勘
定
群
に
於
い
て
行
は
れ
る
o

中
心
的
友
簿
記
が
そ
の
閏
的
骨
一
建
成
す
る
た
め
に
は
放
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
恥
。

帥
ち
、
有
機
的
統
一
世
と
し
一
ー
の
粧
待
。
静
的
、
並
に
動
的
慣
値
附
表

T
E
E
Z
E白
『

Z
E
o
Z
当
E
E
a
)
た
る
在
高
貸
借
針
川
町
表

(凶

EMZoz-伊
豆
並
に
期
間
的
倒
値
封
印
、
表

(
E
Z
N
音
ベ
吋

2
。
青
白
書
量
胡
盆
計
算
表
)
は
己
れ
等
の
問
計
算
か
ら
初
め
て
生
れ
て
来
払
。

損
盆
及
び
掛
盆
計
算
内
問
題

第
五
十
=
巻

七

錦

繍

五

Sclt 1\ r_I~rion ， rt.;t. O. S. 16 なほ、 l野教授、簿詰理論白肝究、 306頁事服。
上野教授、新稿簿記原理、 p..I15-116 培川敷授、前掲論文 p.51 
積岨財尾期A:と消融財産勘定を織稀Lて期〈云点、。
Schar-Prion.， a. a. 0.， S. 30. 33】 Sch1ir-Prion，a. a. 0.， S. 30 
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損
益
及
び
損
益
計
算
の
問
題

博
五
十
二
容

七

事事

蹴

プて

要
す
る
に
、

ニ
ツ
ク
リ
ツ
シ
ユ
は
簿
記

l
問
調
繕
観
的
簿
記
と
定
期
的
簿
記
を
含
め
で
は
右
D
四
個
白
計
算
か
ら
組
織
さ
れ
、

補
完
さ
れ
、
考
察
さ
る
べ
き
も
の
と
視
る
。
併
し
、
成
程
、
経
替
白
賓
際
に
於
い
て
か
L

る
計
算
を
行
ム
意
義
L
L
必
要
と
は
充
分
認

め
ら
れ
る
け
れ

E
も
、
理
論
的
に
考
へ
る
場
合
に
は
簿
記
法
自
関
白
問
題
と
は
阿
別

L
て
考
ム
ペ
昔
で
は
泣
い
か
。
私
の
未
熟
な
る

何

考
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
曾
計
記
録
と
経
替
記
録
と
白
闘
係
の
問
題
で
あ
る
と
忠
は
れ
る
が
、
己
白
瓢
に
闘
し
で
は
今
は
保
留
し
な
け

れ
ば
左
ら
ぬ
。

損
集
計
算
に
就
い
て
も
、
之
を
粧
品
刊
の
計
算
制
度
(
F
n
V
ロ
E
由

Z
2
2
)
の
一
部
門
と
し
て
考
察
す
る
と
と
は
側
め
て
重
要
た
問
題
と

思
は
れ
る
が
、
本
論
の
問
題
で
も
な
〈
、
ま
た
之
に
立
入
る
徐
裕
も
た
い
。
議
で
は
唯
々
=
ツ
ク
リ
ツ
シ
ー
の
閉
山
同
期
間
的
倒
他
針

照
表
陀
就
い
て
必
要
限
度
目
参
照
を
た
す
に
止
め
る
。

仰

期
間
的
傾
値
針
照
表
は
普
通
の
待
記
に
於
い
て
は
損
得
勘
定
に
よ
っ
て
代
表
ヌ
一
れ
る
。
併
し
、
則
制
中
の
慣
値
迩
動
を
挺
へ
る
に

は
之
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
荒
し
、
損
議
勘
定
は
費
刑
と
牧
訴
と
の
差
額
白
み
し
か
含
ま
た
い
か
ら
、
別
の
言
葉
で
表
は
せ
ば
ロ
0
2
0

で
行
ひ
、
更
に
他
の
源
泉
か
ら
む
損

で
行
は
れ
て
ゐ
る
故
、
期
間
的
債
値
の
一
部
主
一
不
す
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
、
之
を

g
E
C

何

盆
を
以
て
補
完
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
筒
、
彼
は
期
間
的
慣
他
掛
照
表
作
成
の
最
良
の
方
法
と
し
て
経
替
敗
訴
勘
定
と
損

盆
勘
定
と
の
綿
括
を
示
し
て
ぬ

h
。
併
し
、
彼
の
基
本
的
規
定

K
H
H
閃
か
ら
見
る
限
り
、
そ
れ
が
如
何
た
る
品
川
位
を
占
め
、
ま
た
如

何
た
る
性
質
を
有
す
る
か
は
砂
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
、
但
し
所
調
期
間
的
傾
他
針
照
表
を
一
個
の
経
時
記
録
と
し
て
見
る

な
ら
ば
、
問
題
は
自
ら
別
で
あ
る
。

五

以
上
に
於
い
て
我
々
は
主
と
し
て
シ
ェ
ア
ー
に
蛾
り
つ

L
、
傍
ら
一
一
ツ
ク
リ
ツ
シ
ユ
を
参
照
し
な
が
ら
損
盆
計
算
D
問
題
を
概
観

前掲拙稿 p.137牽IIl!n
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し
た
。
併
し
損
徒
計
算
。
問
題
止
は
云
ふ
も
の
L
、
そ
れ
は
簿
記
K
於
け
る
摘
集
計
算
に
限
ら
れ
、
相
続
計
算
一
般
の
問
題
が
取
扱

は
れ
た
の
で
は
左
い
。
然
も
、
も
と
よ
り
そ
れ
も
概
め
て
不
充
分
で
あ
り
、
先
立
問
題
白
所
在
を
縦
列
し
央
に
調
ぎ
十
、

E
つ
制
限
解

し
て
ゐ
る
鞘
一
も
多
い
と
忠
は
れ
る
。
ま
た
、
簿
記
法
に
於
け
る
問
題
と
す
る
限
り
、
某
本
的
記
載
要
素
た
る
財
産
、
資
本
、
殊
に
資

本
白
規
定
が
根
本
的
危
問
題
で
あ
り
、
損
錠
は
そ
れ
と
離
し
て
考
へ
得
ら
れ
な
い
性
質
の
も
り
で
あ
呂
が
、
政
干
一
は
そ
れ
を
前
提
さ

れ
た
も
白
と
し
て
論
を
進
め
た
。

最
後
に
本
稿
に
於
い
て
明
ら
か
に
し
得
た
所
を
必
約
し
、
今
後
の
研
究
の
足
揚
と
し
た
い
。

先
づ
損
従
概
念
に
就
い
て
。
形
式
的
に
見
れ
ば
損
得
た
る
概
念
は
炭
狭
二
義
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
狭
義
に
於
け
る
損
益

概
念
は
純
損
援
を
意
味
し
、
市
出
義
に
於
け
る
損
待
概
念
は
純
損
得
算
削
の
た
め
の
綿
て
の
項
目
を
包
含
す
る
。

次
に
賓
質
的
陀
見
れ
ば
、
損
続
概
念
が
利
潤
を
中
心
的
内
容
と
す
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
併
し
、
シ
ヱ

7

1
忙
於
い
て
は
そ

白
山
稜
賦
か
ち
自
己
資
本
白
増
減
分
と
さ
れ

一
一
ツ
ク
リ
ツ
シ
ユ
に
於
い
て
は
結
果
的
に
自
己
奇
本
へ
属
せ
し
め
ら
れ
た
。
だ
が
、

何
故
利
潤
が
か
、
る
限
定
を
受
け
る
白
か
、
ま
た
限
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
む
か
否
か
は
少
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
従
つ

て
、
損
谷
白
種
々
在
る
分
類
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
何
を
某
準
に
し
て
分
類
さ
れ
た
の
か
甚
だ
股
昧
で
あ
る
。
問
題
は
資
本
と
利
潤

と
白
山
側
係
に
基
い
て
展
開
さ
る
べ
き
で
は
左
い
か
と
思
は
れ
る
。

た
段
、
断
る
迄
も
友
く
合
計
皐
或
は
簿
記
論
に
於
け
る
概
念
と
し
て
規
定
さ
れ
る
限
り
、
捉
ム
ベ
昔
方
向
が
示
さ
れ
ね
ば
友
ら
た

ぃ
。
即
ち
基
本
的
記
載
要
素
と
し
て
「
財
産
L

及
び
「
資
本
」
を
現
定
定
す
る
限
り
、
寸
財
産
」
及
び
「
資
本
」
止
の
闘
係
が
明
確
に
規
定
さ

れ
ね
ば
左
ら
也
。
勿
論
、
シ
Z

ア
ー
も
一
一
ツ
ク
リ
ツ
シ
ユ
も
損
議
を
「
資
本
」
に
於
い
て
捉
へ
て
ゐ
る
が
、
彼
等
忙
於
け
早
損
鏡
は
、

町

そ
E
K
到
達
ナ
る
過
程

ιは
相
違
が
あ
る
が
、
結
局
、
「
財
産
」
と
「
資
本
」
と
云
ふ
二
個
白
量
の
差
額
で
あ
る
。
そ
れ
が
何
故
「
資
本
」

損
盆
及
刊
日
損
盆
計
算
の
問
題

第
五
十
二
審

七

第

掛

七

熔川教授し簿記の目的に就いてマ糎世論叢昭和八年八月 p.77-79参照。
Nickli::;ch. a. a. 0.， S. 666 u. 678. 4]) Nicklu，;ch， a. a. 0.， .5. -669 
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い費用は資本的(債依的)性質者有するものとされる。(組関串論集、昭和七
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刊

は

m
l

s
m取
調

A
り

J
腕
酌

a
O
組

A

る
か
の
方
法
に
外
在
ら
た
い
。
放
に
損
待
計
算
の
問
題
は
上
述
せ
る
損
続
概
念
の
問
題
が
解
明
さ
れ
L
ぽ
自
ら
解
決
さ
る

a
a
、掲

叫

a
w満
T

ペ
費
削
臼
質
白
も
の
で
あ
る
。
そ
の
之
、
と
は
既
忙
明
ち
か
托
さ
れ
た
シ

Z
7
1
K
於
け
る
各
個
の
問
題
に
服
し
で
も
明
ら
か

M
L乞
制
作

叶
山
呆
問
S

が

あ

ら

う

。

そ

れ

故

、

結

忙

は

改

の

二

献

を

附

加

し

て

置

け

ば

充

分

で

あ

ら

う

。

一

叩

…

刷

噺

即

日

，S
N
H
H
パ

一
、
一
閥
、
簿
記
に
於
い
て
特
に
損
徒
計
算
が
問
題
に
な
る

D
は
何
故
か
。
法
律
規
定
は
別
と
し
て
、
シ
ヱ

7

1
は

損

)

哨

ιJ

、

日
刊
同
船
す
目

lし

徒
計
算
成
立
白
根
擦
を
会
〈
形
式
的
・
数
撃
的
に
抜
ひ
、
之
を
「
待
記
の
目
的
」
に
師
結
し
た
。
一
一
ツ
ク
ワ
ッ
シ
ュ
は
反

4
同
時
h
一

項

同
意
-h

移

.

之
、
モ
の
根
擦
を
護
団
白
賓
際
か
ら
観
て
、
「
在
中
晶
」
に
封
じ
「
期
間
的
傾
値
」
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
に
求
め
た
。
併
し
、

h
-
醐

制

附

即

照

η
一結

9

閣

遁
eへ
る
迄
も
左
〈
損
経
計
算
の
問
題
を
展
開
す
る
に
は
こ
れ
で
は
不
充
分
で
、
我
々
は
貸
借
針
胤
表
に
射
す
る
簿
記
法
自
牽
前
九
1

載
ハ
リ
同
高

8

一
日
記
μ

二

在

酬
明
。
性
質
及
び
根
本
的
に
は
剖
象
白
鶴
自
性
質
か
ら
旧
植
民
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
。
ト
山
川
ト
恥
同
問
料

二
、
損
往
計
算
の
任
務
は
何
か
。
技
術
的
に
見
れ
ば
、
そ
れ
は
損
徒
計
算
表
に
於
け
る
純
損
徒
の
主
主
以
て
終
る
ん
U
J
ι
鯛

A
Q山
崎
。

算
。
は
事
。
0
0
的
る

が
、
計
算
自
剛
闘
が
決
し
て
自
己
目
的
で
は
左
く
、
山
中
ろ
純
損
接
の
算
定
に
到
達
す
る
迄
D
過
程
が
主
要
で
あ
る
と
と
は
注
計
a
主
語
即
a
a
式
め

盆

a
瞳
る
品
企

a
a
形

L

意
す
べ
き
で
あ
る
。
シ
ェ
ア
ー
が
消
極
的
に
損
経
概
念
白
殿
山
官
在
匝
別
の
必
要
を
認
め
宇
、
=
ツ
ク
首
ヲ
ツ
シ
ユ
が
積
極
的
損
'
記
す
'
'
は
せ

、
品
計
聯

J
v
d
d
-
周

で
行
は
る
べ
き
必
要
を
説
く
の
は
乙
の
意
味
に
於
い
て
理
解
さ
る
べ
脅
で
あ
ら
う
。
併
し
、
そ
認
岬
一
律
出

yr

年
目
蕊
之

P
N
叩

シ

系

損
徒
及
び
損
集
計
算
の
問
題

第
王
十
二
巻

策

協

ハ、

七
四

に
属
す
る
の
か
o

こ
れ
等
白
賦
に
就
い
て
は
財
産
及
び
資
本
の
規
定
自
仕
方
と
闘
聯
し
て
猶
ほ
検
討
す
べ
き
問
題
が
磁
さ

れ
て
ゐ
る
と
息
は
れ
る
。

第
二
忙
、
而
し
て
最
後
民
、
照
戸
市
計
算
に
就
い
て
。
屡
々
述
べ
た
る
が
如
く
、
相
続
計
算
は
損
続
を
如
何
に
し
て
捉
へ

に
損
径
勘
定
が

"'" 吋白
押

円。

れ
故
に
己
そ
議
々
概
念
の
明
確
な
る
規
定
の
必
要
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
左
ち
た
い
。
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